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（１）広域的な位置付け 

本市は，兵庫県の南東部，大阪と神戸とのほぼ中央に位置し，東は西宮市，西は神戸市に

隣接しており，南北に細⾧い市域となっています。 

また，北側に六甲の山並みがあり，南側は大阪湾に面しているなど豊かな自然環境を有す

るとともに，高速道路や国道などの広域幹線道路や鉄道駅など，交通の利便性にも恵まれた

立地条件から，良好な住宅地としてまちが形成されてきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 芦屋市の位置 
  

１ 芦屋市の特性 
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（２）市の地勢 

本市は，北部地域の山地部から南芦屋浜地域の臨海部によって南北に形成され，六甲山を

頂点として高低差のある地形構造となっています。 

六甲山系の山地部は，ロックガーデンなどの独特の自然景観をつくりだしており，その大

半が瀬戸内海国立公園六甲地域に指定され，憩いと安らぎの場として広く親しまれています。

このような緑地の保全や防災上の観点から，市街化を抑制する市街化調整区域となっていま

す。 

市街地は，六甲山系の裾野を形成している山麓部（山手地域）と，芦屋川の扇状地等から

なる平坦部（中央地域），臨海部の芦屋浜地域及び南芦屋浜地域によって形成されています。 

高低差のある地形により，山地側からと海側からの相互の眺望に優れ，平坦な市街地から

は六甲山系の緑を身近に感じることができ，山麓部からは南に広がる市街地や大阪湾までを

一気に見渡すことができます。更に，芦屋川と宮川の水系軸が南北にあり，水と緑が一体と

なった良好な眺望を一層強調しています。  

 

 

 

 

 

 

 
図 芦屋市の地形構造 

 

  


